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催による 2013 年 4 月 4 日の講演会のために用意されたウールリッヒ・マンテ氏
（Ulrich Manthe/ドイツ連邦共和国パッサウ大学法学部教授〔当時〕）による講演原稿
「被解放者（解放奴隷）を相続する権利」（Ulrich Manthe, Erbrecht nach Freigelasse-
nen）の邦訳である。この講演は，氏が同年 3 月に福岡工業大学で開催されたロー
マ法シンポジウムでの報告のため来日されることを聞き及び，田中が氏の教科書
『ローマ法の歴史』（Geschichte des römischen Rechts）（ミネルヴァ書房）の共訳者で
あったことや，田中も佐々木も同シンポジウムで報告を予定していたこともあり
（このシンポジウムの成果は，Ulrich Manthe et al. （Hrsg.）, Aus der Werkstatt römischer 








箇所は，Pasquale Voci, Diritto Ereditario Romano, vol. II. Parte speciale, 2. ed., Mila-
no, 1963, p. 740–754（§ 85. Successione necessaria nei beni dei liberti）であり，また，
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元主人である保護者と解放された被相続人との法的関係一般についての包括的研究
としては，Georges Fabre, Libertus. Patrons et affranchis à Rome, 1981 Paris/Rome
がある。
講演で，氏は，すでに教授資格論文に基づいた相続法関連のモノグラフィー『ペ





を駆使した読みを提示される。事実，氏は，ユトレヒトの文献学者 Hein L. W. 
Nelson との共著 『法学提要』 第 3 巻に対する全 3 巻本， 1200 頁を超える浩瀚な註
解書 『ガイウス：テクスト及び註解』を公にされ（ガイウス研究叢書〔Studia Gaia-
na〕の VII 巻から IX 巻にあたる，Gai Institutiones III 1–87 : Intestaterbfolge und sonstige 
Arten von Gesamtnachfolge. Text und Kommentar, 1992, Gai Institutiones III 88–181 : die 
Kontraktsobligationen : Text und Kommentar, 1999, Gai Institutiones III 182–225. Die De-
liktsobligationen. Text und Kommentar, 2007），ドイツ語圏で最初のガイウス『法学提
要』対訳本（U. Manthe （Hrsg. u. übers.）, Die Institutionen des Gaius, Stuttgart 2004, 2. 
Aufl., 2010）の編者・訳者としてガイウス『法学提要』の専門家である。テクスト
そのもののみならず，ご自身の論文（Gaio, il Veronese e gli editori, in : Annali del Se-
minario Giuridico dell’Università degli studi di Palermo, vol. 57, 2014, p. 353–382）や，こ
れもまた講演でも言及されている Filippo Briguglio （cura.）, Gai codex rescriptus in 
Bibliotheca Capitulari Ecclesiae Cathedralis Veronensis Photographice iterum expres-
sus, Firenze 2012 とパラレルに出版された Filippo Briguglio, Il Codice veronese in 
trasparenza. Genesi e formazione del testo delle Istituzione di Gaio, Bologna 2012 に
対する書評（Iura, vol. 64, 2016, p. 407–419）からも分かるように，ヴェローナ写本発
見や刊本出版事情にも詳しい。師である Joseph Georg Wolf, Neue Rechtsurkunden 







るのは，記念論集 Peter Groeschler et al. （Hrsg.）, Itineraria iuris – Von Rom nach China. : 





















　 　2. ユニウス・ラテン人（Latini Iuniani）
IV. 被相続人としての被解放者
　 　1. 無遺言相続
　  　 a. 市民法上
　  　 b. 告示による
　   　　aa. 男性被解放者
　   　　bb. 女性被解放者
　  　 c. パピウス法上
　　   　aa. 男性被解放者，ガイウス『法学提要』3巻 53
　   　　bb. 女性被解放者
　 　2. 保護者の必然相続権（保護者が当然に相続する権利）
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　  　 a. 男性被解放者


















1. 市 民 法 上
人が相続人（heres）となるのは，市民法が，つまり慣習（Herkommen）又は法律
が，そう定めた場合に限られていました。つまり，
（1）　遺言が作成されていないとき，自権相続人 （suus heres） 〔家父である被相続人
の死亡によって家父又は家母となる地位にある者〕 として。これは自明であったので
十二表法に定めがありません。もっとも，古典期には十二表法 5 表 4（史料 1）
「無遺言で死亡した場合であって，自権相続人もいないときは，最近宗族が家産
を有するものとせよ」が，自権相続人の法定相続権を定めているかのように解さ











く十二表法 6 表 1（史料 2）です。「ある者が拘束行為及び握取行為を行うとき
は，口頭で言明したように，それが法であるものとする」。〔この文言にあるよう
に〕握取行為が市民法〔の内容〕となり，そして遺言はこの握取行為によって作























召喚されました。その後， 第三順位には， 「血族の召喚せられる」 （unde cognati） 遺
産占有者，男系及び女系の血族及び又従兄弟の子（sobrinus/a, sobrinati/ae） 〔W. M. 
Lindsay （ed.）, Sextus Pompeius Festus, De verorum significatione, Lipsiae 1913, Hildeheim 
1965, p. 379 : « Sorbinus est patris mei consorbini filius et matris meae consorbinae filius. » 
Gai. ad ed. provinc. 8. D. 38.10.3pr. « . . . item qui ex fratribus patruelibus aut consobrinis 
aut amitinis undique propagantur, quae proprie sobrini vocantur. » Cicero, de officio, 1. 
17.54 : « Sequuntur fratrum coniunctiones, post consobrinorum sobrinorumque, qui cum 
una domo iam capi non possint, in alias domos tamquam in colonias exeunt ». もっとも
Terentius, Phrmio, 2.3.384 « Ph. eho tu, sobrinum tuom non noras ? » や Tacitus, Annales, 
12.6 « et sobrinarum diu ignorata tempore addito percrebuisse. » は，より広く従兄弟の意
味で用いられているとされる。cf. Egidio Forcellini, Totius Latinitatis lexicon, Tom. IV, Prati 
1845, v. Sobrius, fol. 190b–191a. vgl. Heumann / Seckel, Handlexikon zu den Quellen des 
römischen Rechts, Jena 1907, Graz 1971, v. Sobrinus, Sobrina « Andergeschwisterkind. Kind 
des consobrinus, oder der consobrina. »〕が，男女いずれの系統も六親等まで，それ
























元後 4 年）によれば，棍棒による解放もまた，奴隷が 30 歳以下のときは，たいて
いの場合は無効でした。そのほかにもいくつか無効の事例があり，それをユスティ











4）。〔5 世紀の〕 サルウィアヌス『教会へ』 （Salv. eccl. 3.7.34） には， 「……生来自由人
のように生き，奴隷として死ぬ」（ . . . quasi ingenui et moriantur ut servi.）とありま














































続人が存在すれば相続することはなかったのです。ユスティニアヌス帝は C. 6.4. 
4.14a で，保護者を「いわば血族」〔 dokoÜsi suggeneÎV eÐnai tôn ´leuqeroum²nwn 









øpeidº [quoniam] d± dokoÜsi suggeneÎV [suggen¼V=verwandt] eÐnai 
[sein] tôn ´leuqeroum²nwn oÈ ´leuqeroÜnteV a×toÔV, di£ toÜto kaÆ 
kalÜntai ´k tÃV nomÇmou diakatocÃV [diakatoc¼=possessio], ñsper ´pÆ 
tôn oÈ kat£ baqmân ´ggÔteroi kaloÜntai, oØtwV kaÆ ´pÆ tôn ¦peleu- 
q²rwn.
 〔このギリシア語法文は， ゲバウアー版の脚註 27 （Gebauer, Corpus, infra, fol. 336a–b.） 
によれば註釈学派のブルガルスは読んでいたが， その他の者には知られておらず，流布
本には欠けていた。 おそらく最初に人文主義法学者ルコントによって C. 6.4.4 復元の試
みが始まり （Antonius Continus, Praetermissorum in duodecim libri Codicis Iustinianei 
vlasses duae, in : Opera omnia, Pariis 1616, fol. 978–982）， キュジャースがバシリカ法典
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B. 49.1.4 の原文を紹介した。Jacobus Cujacius, Observationes et emendationes, lib. 20. 
cap. 34.  今日では Verona Palimpsest からも C. 6.4.4.23–C. 6.6.2 は確認できる （cf. B. F. 
Frier et al. （ed.）, The Codex of Justinian. A New Annotated Translation, with Parallel La-
tin and Greek Text, based on a Translation by Justice Fred H. Blume, 2016, p. clx.）。同法
文の以下のラテン語訳は， テオピルス『法学提要ギリシア語義解』のラテン語訳付の優
れた版を公刊したことで知られる Willem Otto Reitz （1702–1768）による作品（Gul. Otto 
Reitz, Besilicorum libri quatuor, IL, L, LI et LII, in : G. Meerman, Novus Thesaurus iuris 
civilis et canonici, Tom. V, Hagae-Comitum, 1752, fol. 7） に付され，G. Ch. Gebauber  / 
G. A. Spangenberg, Corpus iuris civilis, Tom. II, Gottingae 1797, fol. 338b. にも転載され
ることになる。
quia enim manumissiores cognati esse videntur manumissis, ideo etiam vocantur ex 
successione legitima : sicuti in ingenius gradu proximiores vocantur, ita et in libertis:
このように，ギリシア語，´k tÃV nomÇmou diakatocÃVにつき，このラテン語訳，そ
して Fred H. Blume 英訳，J. E. Spruit et al. 編蘭訳は，ex successione legitima, under 
lawful succession, op grond van de wettelijke erfopvolging と訳しているのに対して，C. 
Fr. F. Sintenis 独訳は zur gesetzlichen Besitzergreifung と，カトクセーを占有という通
例の理解に合わせている。なるほど先に挙げた Gul. Otto Reitz 編の D. Gothfredus, No-
menclator Graecarum iuris dictionum, Meerman, Thesaurus iuris romani, Tom. VIII, fol. 
406fb. では，一義的な意味を possessio としつつ，« sumitur etiam pro bonorum posses-
sione » として遺産占有と解するが，Carolus Labbaeus, Observationes et emendations in 
synopsin basilicon, Parisiis 1606に付された用語解説Veteress glossae iuris verborum quaein 





















最初の三つの順位―卑属，法定相続人，そして血族（unde libri, unde legitimi, 
unde cognati）―は基本的に維持されました。
第四順位として，（男性保護者及び彼の卑属，女性保護者 〔彼女の卑属は含まない〕 





第四， 第五， 第七順位は， ほぼ『ウルピアヌス断案録』〔邦訳として末松謙澄（譯並






























 aa. 男性被解放者，ガイウス『法学提要』3巻 53
　（1）　〔千の百倍，つまり十万を意味する〕ケンテナリウスである被解放者（libertus 
centenarius）―その財産が十万セステルティウスを超える額になる被解放者―
であって，1 人又は 2 人の卑属（liberi）〔おそらくは「子」〕を有する者の死後，保護
者及び彼の宗族に属する男性卑属は，十二表法と告示によれば，そもそも排除され
ていました。しかしパピウス法は，彼らに頭数で割った均分の相続分（Kopfteil, 
pars virilis）を，つまり卑属が 2 人いる場合には 3 分の 1，卑属が 1 人の場合には 2
分の 1を与えました。その結果，これらの場合，彼らは 3分の 1又は 2分の 1につ
き告示による遺産占有も受けたのですが，これは〔パピウス法という〕法律に基づ
く遺産占有としてでした。法定相続人もまた，法律に基づく順位に召喚されまし






























ネールソンと私は，共著『ガイウス  テクスト及び註釈』〔Hein L. W. Nelson / Ulrich 








必要はないかと思います〔Krüger, Kritische Versuch im Gebiete des römischen Rechts, 
Berlin 1870, S. 126f. が末尾のcreを f がミスで抜け落ちた fereの誤記であると想定し， « Lex 
Papia hat dem privilegierten Sohne einer Patronin ungefähr dieselben Rechte zuerkannt, 
die einem Patrone zustehen. » と理解しているのに対し， fere をこのように掛けることは正
しいラテン語ではないとして， fere omnia と補う Polenaar の読み方とともに，拒否してい





（Apographum） 139,23–24 及び 130,1 （ガイウス『法学提要』3巻 53） （史料 8）
スパニョーロ（〔図書館司書である Antonio〕Spagnolo）によるファクシミリ版
（1909 年）は，61 葉裏面 （fol. 61v） で hono と読ませていますが〔Gai codex rescriptus 
in Bibliotheca Capitulari Ecclesiae Cathedralis Veronensis : distinctus numero XV (13), Lip-
siae 1909〕，しかしその後は紙に穴があいています。おそらく rato があったでしょ
う。続く文字は生憎読むことができません。史料 9〔の写真〕を見て下さい。61 葉
裏面（fol. 61v）の穴は以前にはなかったものです。ですから〔最初の模写本出版者〕
ゲッシェン（Göschen）それからシュトゥーデムントはそれぞれ 1817 年と 1866 年









Eadem lex patronae filio liberis honorato fere patroni iura dedit ; sed in huius 









会雑誌』32 巻 4 号 （1914 年 4 月） から 34 巻 10 号 （1916 年 10 月） 連載翻訳に基づく） 129
頁には fere に対応する訳語はなく，John T. Abdy / B. Walker, The Commentaries of Gaius 
and Rules of Ulpian, New Edition, Cambrige 1874 を底本とした末松謙澄訳『訂正増補ガー
イウス羅馬法解説』参版 （1924 年） 284 頁は 「殆ど」 と訳し， 船田亨二訳『ガイウス法学提
要』（1967 年）192 頁は，そのまま欠落を反映させた訳文とし，訳註で 「殆ど」 の訳を疑問
符とともに指摘し，佐藤篤士監訳『ガーイウス法学提要』 （2002 年） 132 頁は「ほぼ」と訳
















Eadem lex patronae filio liberis honorato filiae patroni iura dedit ; sed in huius 
personae etiam unius filii filiaeue ius sufficit.
2012 年夏にフィリッポ・ブリグッリョ （Filippo Briguglio） の新たなファクシミリ版
が出版されましたが，これは hono の後の穴をはっきりと示しており，その穴の後
の文字を読ませてはくれません〔この新しいファクシミリ版 Philippus Briguglio （cura.）, 
Gai codex rescriptus in Bibliotheca Capitulari Ecclesiae Cathedralis Veronensis Photographice 















eadem lex patrona. filie liberis honoratae | A 
patroni iura dedit sed in huius psona etiam uniu
fili filiaeue iuS sufficit
ゲッシェンは | A 〔裏が A〕を見たのであり，つまり少なくとも f を指摘したわけ
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〔翻訳〕ウールリッヒ・マンテ「被解放者（解放奴隷）を相続する権利」





















































































































































めに」との文言が欠けています。 後になってようやく，1 歳になる息子つまり 1
歳男児 （anniculus） を援用することができました。しかしこの手続の―1 歳男児
128
の証明 （anniculi causae probatio） という―名称は， 市民権獲得のためには， 婚姻で
はなく婚姻の目的が証明されなければならなかったことをはっきりと示していま
す。ガイウス『法学提要』1巻 29 では， この三つの単語 〔「子を得るために」〕 が消え
ています。後にペガスス元老院議決は，30 歳未満の年齢で解放された者だけでな
く，他のすべてのラテン人にこの権利を与えました38）。ラテン人がローマ市民にな
るのは， ウィセッリウス法 （lex Visellia） によれば， 夜警隊 （Schutzpolizei, vigiles） で
6 年間（後の元老院議決によればすでに 3 年間）職務についたとき39），クラウディ
ウス帝の告示によれば，ラテン人が穀物取引のために大規模な船を建造し，その













































元老院議決についてはそれほど知られているわけではない。E. Volterra （P. Buongiorno 
（cura））, Senatus Consulta (Acta Senatus, B. Studien und Materialien ; Bd. 1),  Hanover 
2017, p. 65.  保護者が被解放者を相続する権利については，Pasquale Voci, Diritto eredita-





































していました。保護者の義務分は 2 分の 1，3 分の 1 に引き下げられ，ケンテナリ
ウスの被解放者の保護者は，その権利に制限を受けました55）。新勅法 118 及び 127
































































Cum nexum faciet mancipiumque, uti lingua nuncupassit, ita ius esto. 
史料  3.
十二表法 5表 1
XII 5.1 〔5.3 とされることもある〕






Salv. eccl. 3.7.34 
Vivant . . . quasi ingenui et moriantur ut servi. 
図表  5. 被解放男性を相続する権利（Erbrecht nach männlichen Freigelassenen）


















































patroni nepos ex 
filio 
etc.
ut agnatus post 
suos








uxore in manu ;
その他の者より
先順位ですべて
omne prae aliis 









分相続分 b. p. 




























































ともに半分 b. p. 
unde liberi : 


















































































b. p. unde liberi : 












patronae filius : 














































































































































libertae non sunt 








ut agnata : omne
宗族女性として，す
べて
ut agnata : omne
137
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ut agnata : omne
宗族女性として，す
べて













ut agnata : omne
宗族女性として，す
べて





























b. p. unde legitimi : 
omne ; post 
libertam cum iure 
4 liberorum : b. p. 




















b. p. unde legitimi : 
omne ; post 
libertam cum iure 
4 liberorum : b. p. 








ut agnata : omne
宗族女性として，す
べて











ut agnata : omne
宗族女性として，す
べて










































史料  7. 被解放者の遺産を占有すること（Bonorum possessio nach Freigelassenen）
1. 卑属の召喚せられる unde liberi
2. 法定相続人の召喚せられる unde legitimi 
3. 血族の召喚せられる unde cognati 
4. 保護者の家族の召喚せられる unde familia patroni
5. 保護者の保護者の召喚せられる unde patronus patroni
6. 夫婦の召喚せられる unde vir et uxor 
7. 解放者の血族の召喚せられる unde cognati manumissoris 
史料  8.
シュトゥーデムント『ガイウス「法学提要」模写本』
Studemund, Apographum pag. 139,23–24 ; 130,1 （Gai. III 53）
史料  9. 
ガイウス『法学提要』ヴェローナ写本（ブリグッリョ撮影）61 葉裏面 23–24 行
Folium 61v Zeile 23–24 （Foto Briguglio）
　〔次頁写真図〕
Ulrich Manthe: Erbrecht nach Freigelassenen 3
6. Erbrecht nach weiblichen Freigelassenen  
 XII tabulae edictum praetoris lex Papia lex Papia 
  bonorum possessio 
unde legitimi 
 per edictum 
patronus 
patroni filius 
patroni nepos ex filio  
etc. 
ut agnatus: omne  libertae non sunt 
liberi; itaque ut 
agnatus: omne 
  
patrona ingenua: 3 
liberi 
ut agnata: omne ut agnata: omne   
patrona ingenua: 2 
liberi 
ut agnata: omne ut agnata: omne ut patronus ė b. p. unde legitimi: 
omne 
patrona libertina: 3 
liberi 
ut agnata: omne ut agnata: omne ut patronus ė b. p. unde legitimi: 
omne 
patroni filia: 3 liberi olim ut agnata: omne, 
Voconiana ratione: 
nihil  
nihil ut patronus ė b. p. unde legitimi: 
omne; post libertam 
cum iure 4 liberorum: 
b. p. unde cognati: 
pars virilis  
patronae filius: 1 fi-
lius/filia 
nihil nihil ut patronus ė b. p. unde legitimi: 
omne; post libertam 
cum iure 4 liberorum: 
b. p. unde cognati: 
pars virilis  
patrona ingenua: 0-1 
liberi  
ut agnata: omne ut agnata: omne nihil nihil 
patrona libertina: 0-2 
liberi 
ut agnata: omne ut agnata: omne nihil nihil 
patroni filia: 0-2 
liberi 
olim ut agnata: omne, 
Voconiana ratione: 
nihil  
nihil nihil nihil 
patronae filius: 0 li-
beri 
nihil nihil nihil nihil 
 
7. Bonorum possessio nach Freigelassenen 
1. unde liberi 
2. unde legitimi 
3. unde cognati  
4. unde familia patroni 
5. unde patronus patroni 
6. unde vir et uxor 
7. unde cognati manumissoris 
8. STUDEMUND, Apographum pag. 139,23-24; 130,1 (Gai. III 53) 
eadem lex patronae filio liberis honorato CRE  
patroni iura dedit sed in huius Ÿsona etiam uniuǕ  




ガイウス『法学提要』3 巻 53 クリューガ ・ーシュトゥーデムント版（Gai. III 53 




Dasselbe Gesetz gewährte dem Sohn einer Patronin, dem ein Kinderrecht verlie-
hen ist, ungefähr die Rechte eines Patrons ; aber in einem solchen Falle genügt 
sogar ein Recht, das auf dem Besitz eines einzigen Sohnes oder einer einzigen 
Tochter beruht. 
Eadem lex patronae filio liberis honorato fere patroni iura dedit ; sed in huius 
personae etiam unius filii filiaeue ius sufficit.
　  〔訳者補註〕ちなみに J. Reinach による仏訳もpresque, W. E. Gordon / O. F. Ro-
binson による英訳は括弧に入れて almost, J. E. Spruit / K. Bongenaar による蘭訳も
ongeveerと 「ほぼ」 と訳しているのに対して， F. de Zulueta による英訳は pretty well
とし，Mr. Ir. A. C. Oltmans による蘭訳は訳していない。J. Reinach （tr.）, Institutes, 
Paris 2007, « La même loi a donné au fils de la patronne honoré du doit des descen-
dants presque les mêmes droits qu’au droit afférent à un seul fils ou une seule fille 
suffit. », W. E. Gordon / O. F. Robinson （tr.）, The Institutes of Gaius, Ithaca, New 
York 1988 « The same Act gave to a patroness’s son with children [almost] the same 
rights as a patron ; but in this cause even one son or one daughter is sufficient. », 
J. E. Spruit / K. Bongenaar （vertaal）, De Instituten van Gaius, Walburg 1994, « Die 
zelfde wet heeft aan de zoon van een beschermvrouw, indien zij zich door kinderen 
onderscheiden heeft, ongeveer de rechten van een beschermheer gegeven. Maar in 
zijn gaval is zelfs het privilege van één zoon of dochter al voldoende. », F. de Zulueta 
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（tr.）, The Institutes of Gaius. Part I, Oxford 1946, « To a patroness’s son privileged 
by reason of children the same lex has given pretty well the rights of a patron. ; but 
in his case privilege by reason of a single son or daughter suffices. », Mr. Ir. A. C. 
Oltmans, De Instituten van Gaius, Haarlem 1967, « Dezefde wet heeft aan den zoon 
van een patrones, wanneer die zoon kinderen heeft, de rechten van een patroon 
toegekend ; nu is ten aanzien van dien persoon ook het voorrecht van één zoon of 
dochter voldoende. »
史料  11.




Dasselbe Gesetz gewährte dem Sohn einer Patronin, dem ein Kinderrecht verlie-
hen ist, die Rechte einer Patronstochter ; aber in einem solchen Falle genügt sogar 
ein Recht, das auf dem Besitz eines einzigen Sohnes oder einer einzigen Tochter 
beruht. 
Eadem lex patronae filio liberis honorato filiae patroni iura dedit ; sed in huius 
personae etiam unius filii filiaeue ius sufficit.
史料  12. 
ベッキング『ガイウス「法学提要」写本模写本』3巻 53




Ulrich Manthe: Erbrecht nach Freigelassenen 4
9. Folium 61v Zeile 23-24 (Foto BRIGUGLIO) 
 
10. Gai. III 53 ed. KRUEGER/STUDEMUND 
Eadem lex patronae fili  liber s honorato 
fere patroni iura dedit; sed in huius 
personae etiam unius filii filiaeue ius 
sufficit. 
Dasselbe Gesetz gewährte dem Sohn einer Patronin, dem ein 
Kinderrecht verliehen ist, ungefähr die Rechte eines Patrons; 
aber in einem solchen Falle genügt sogar ein Recht, das auf 
dem Besitz eines einzigen Sohnes oder einer einzigen Tochter 
beruht. 
11. Gai. III 53 ed. NELSON/MANTHE 
Eadem lex patronae filio liberis honorato 
filiae patroni iura dedit; sed in huius 
personae etiam unius filii filiaeue ius 
sufficit. 
Dasselbe Gesetz gewährte dem Sohn einer Patronin, dem ein 
Kinderrecht verliehen ist, die Rechte einer Patronstochter; 
aber in einem solchen Falle genügt sogar ein Recht, das auf 
dem Besitz eines einzigen Sohnes oder einer einzigen Tochter 
beruht. 
12. BÖCKING, Apographum pag. 139,23-24; 130,1 (Gai. III 53) 
eadem lex patrona. filie liberis honoratae | A 
patroni iura dedit sed in huius psona etiam uniuǕ  
fili filiaeue iuS sufficit  
13. Ergebnis de Lex Papia 
 XII tabulae edictum Lex Papia 
patronus 
eius descendentes agnati 
masculi 
ut agnatus unde liberi 
unde legitimi 
 
patrona ut agnata unde legitimi  
patrona cum iure liberorum ut agnata unde legitimi unde liberi 
filia patroni, filius patronae 
cum iure liberorum 
nihil nihil unde liberi 
ceteri nihil  nihil nihil 
14. Bürgerrechtserwerb der Latini Iuniani 
Nochmalige quiritische Freilassung: iteratio 
Lex Aelia Sentia (4 n. Chr.): anniculi causae probatio 
Lex Visellia: 6 (später 3) Jahre  Polizeidienst 
Edikt des Claudius: Getreideschiff 
Edikt des Nero: Hausbau 
Edikt des Trajan: Getreidemühle 
Latinerin: ius trium liberorum  
Kaiserliche Verleihung 
15. SC Largianum 
1. patronus iure hereditario 
2. liberi patroni non nominatim exheredati iure hereditario 







アエリウス・センティウス法　1 歳男児の証明（Lex Aelia Sentia （4 n. Chr.）: an-
niculi causae probatio）















































filia patroni, filius 
































 1）　Gai. III 1. ガイウス『法学提要』3巻 1
 2）　Gai. III 9. ガイウス『法学提要』3巻 9
 3）　XII 6,3. 〔十二表法 6表 3〕
 4）　§§ 156–162.〔レーネル『永久告示録』156–162〕
 5）　liberi = sui und emancipati. 卑属＝自権相続人及び家父権免除を受けた者
 6）　Lenel, EP 378. 〔レーネル『永久告示録』〕
 7）　Gai. III 58. 〔ガイウス『法学提要』〕
 8）　根拠史料は存在しない。
 9）　Sirks, RIDA 28, 1981, 256 ; Nelson / Manthe 111 wegen Ulp. D. 38.2.1.2.　
10）　EP § 159.〔Unde familia patroni〕
11）　EP § 160.〔Unde patronus patroni〕
12）　EP § 161.〔Unde vir et uxor〕
13）　EP § 162.〔Unde cognati manumissoris〕
14）　EP § 157, + EP 3579.〔Unde legitimi〕〔Fn. 9 Gai. III, 40.  49.  45.  46, Ulp. XXIX, 1. 
4.  5〕
15）　EP § 164.〔Ut ex legibus senatusue consultis nonorum possessio detur.〕
16）　Ulp. 1198 D. 38.7.2.4 ; 1210 D. 38.14.1.2 ; Paul. 600 D. 38.7.3.　
17）　Astolfi, La Lex Iulia et Papia, Padova 19953, 212.　
18）　Paul. 43 ad ed. D. 38.2.18.




　 Patronae quidem liberi etiam volgo quaesiti accipient materni liberti bonorum 




20）　Gai. III 47 quamvis parum diligenter ea pars legis scripta est. 「たとえ法律のこの
部分はそれほど周到に書かれていなかったとしてもである。」










　 Sed ut ex bonis libertae testatae quattuor liberos habentis uirilis pars ei debeatur, 
ne liberorum quidem iure consequitur, ut quidam putant ; sed tamen intestata li-
berta mortua uerba legis Papiae faciunt, ut ei uirilis pars debeatur ; si uero testa-
mento facto mortua sit liberta, tale ius ei datur, quale datum est contra tabulas 
testamenti liberti, id est, quale et uirilis sexus patronorum liberi contra tabulas 
testamenti liberti habent, quamuis parum diligenter ea pars legis scripta sit. 
21）　EP § 150 De bonis libertorum. 「卑属の財産について」
22）　Gai. III 41.　
23）　EP § 150.3. Gai. III 41.　
24）　§ 150.1.　
25）　法的地位は唯一の法源であるガイウス『法学提要』3 巻 47 では若干不明瞭であ
る。
26）　Tac. ann.〔タキトゥス『年代記』〕13,27 ; その他の史料としては Steinwenter, 
Latini Iuniani, RE 12 （1924） 910–924. Juristische Quellen : Gnomon des Idiologos ; 
C. Theod. 4.12.3 ; 9.24.1.5 （Ostreich und Westreich）; C. Theod. 2.22.1 （Westreich）. 
FIRA III 11 （inter amicos, Ägypten, 221 n. Chr.）がある。
27）　§ 151 EP, Kaser I § 172 II. 
28）　restituere, Iav. D. 38.5.12 ; Paul. D. 38.5.5.1 ; 38.5.13 ; Ulp. D. 38.5.1.16 ; auch revo-
care, D. 38.5.3 und D. 38.5.6.　
29）　D. 38.5.15.　
30）　Kaser / Hackl § 48 Fn. 44. 〔Paul. 42 ed. D. 38.5.5.1 In actione Faviana si res non re-
stituatur, tanti damnabitur reus, qui quanti actor in litem iuraverit.〕








　 ABGB. § 934.　
　 Hat bei zweiseitig verbindlichen Geschäften ein Teil nicht einmal die Hälfte des-
sen, was er dem andern gegeben hat, von diesem an dem gemeinen Werte erhal-
ten ; so räumt das Gesetz dem verletzten Teile das Recht ein, die Aufhebung, und 
die Herstellung in den vorigen Stand zu fordern. Dem andern Teile steht aber be-
vor, das Geschäft dadurch aufrecht zu erhalten, daß er den Abgang bis zum ge-
meinen Werte zu ersetzen bereit ist. Das Mißverhältnis des Wertes wird nach dem 
Zeitpunkte des geschlossenen Geschäftes bestimmt.　
33）　Cod. Iust. 7.6.1.　
34）　Gai. III 35.　















　 Statim enim ex lege Aelia Sentia minores triginta annorum manumissi et Latini 
facti si uxores duxerint vel cives Romanas vel Latinas coloniarias vel eiusdem 
condicionis, cuius et ipsi essent, idque testati fuerint adhibitis non minus quam 
septem testibus civibus Romanis puberibus et filium procreaverint, cum is filius 
anniculus esse coeperit, datur eis potestas per eam legem adire praetorem vel in 
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provinciis praesidem provinciae et adprobare se ex lege Aelia Sentia uxorem 
duxisse et ex ea filium anniculum habere : Et si is, apud quem causa probata est, 
id ita esse pronuntiaverit, tunc et ipse Latinus et uxor eius, si et ipsa eiusdem 







　 Hoc tamen ius adipiscendae civitatis Romanae etiamsi soli minores triginta anno-
rum manumissi et Latini facti ex lege Aelia Sentia habuerunt, tamen postea sena-
tus consulto, quod Pegaso et Pusione consulibus factum est, etiam maioribus tri-




















58）　Gai. III 31, vgl. Sirks, RIDA 28, 1981, 253.





　 §  2325 I BGB （1900）.　
　 Hat der Erblasser einem Dritten eine Schenkung gemacht, so kann der Pflicht-
teilsberechtigte als Ergänzung des Pflichtteils den Betrag verlangen, um den sich 
der Pflichtteil erhöht, wenn der verschenkte Gegenstand dem Nachlass hinzuge-
rechnet wird. 
